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本論文は、最近の観光研究の動向をレビューする中で，「観光まちづくり」というキーワードに着目し，

著者が提案するAMMA (Area Marketing & Management Approach) の適用性について論究するものである．
AMMAは，魅力ある持続的なエリアの形成と発展を実現するための手法であり，ここでの地域（エリア）
とは，観光活動の場としての観光地、観光圏（域）等多様な空間スケールを想定している． 
具体的には，2009年に開催された土木計画学研究シンポジウム（魅力ある持続的な観光地形成に向けて）

以降の観光研究のレビュー(2008年—2013年)を通じて，観光研究の『今』をどのように捉えるかの観点から，
AMMAの基本的概念や特徴を明確にするとともに，観光まちづくりへの適用性を明らかにする． 
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1.	
 はじめに 
 
土木計画学分野において観光研究が積極的に展開され

るに至って早３０年を越える．この間，社会経済状況は

大きく様変わりし，それに伴い観光研究の再編・変革が

加速的になされ，現在に至っていると理解できる（西井

(2008)1）)．非常に乱暴な言い方をすれば、観光研究は，
「観光地」と「（観光地）交通」そしてそれらを取巻く

「社会経済状況」の諸要素間の関係性の変化の中で，

「ツーリスト」の観光活動の諸特性を解明する研究分野

として発展してきたといえる．そのために，そのダイナ

ミクス自体が観光研究の大きな特徴の一つと考えられる． 
本論文では，まず最近の観光研究のレビューを通じて，

このような観光研究のダイナミクスの紹介とともに，著

者が提案しているAMMA (Area Marketing and Management 
Approach) の適用性について論究することを目的とする． 
本論文の構成を述べると，次節で観光研究の『今』を

どのように捉えるかについて，最近の観光研究の動向を

レビューする．次いで，AMMAの基本的な概念とその
特徴について概説する．そして，観光研究の『今』にお

ける研究主題の一つである「観光まちづくり」への

AMMAの適用性について考察を加える． 

2.	
 観光研究の『今』をどのように捉えるか？ 
 
観光研究の今日的潮流，とくに最近１０年間の主要な

研究主題・課題の動向については，著者および著者の主

宰する研究会における諸活動の展開の中で，その基本的

な理解は共通認識されていると理解している．これに関

連して，詳細は以下の２つの文献（西井(2008)前掲１）およ
び西井他(2009)2)）における整理を参照されたいが，ここ

では，それぞれの文献で示した研究主題を列挙するとと

もに，最近の著者らによる研究成果（西井・近藤

(2013)3）)を踏まえて研究主題をキーワーズとして整理し
た図を図−１に示す． 
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 これらの研究主題の変遷あるいは拡散(divergence)は、
観光地を取巻く社会経済状況の変化への対応がその背景

にあることは言うまでもない．また，観光研究の『今』

を考えるとき、1990年代の（もはや伝統的なテーマとも
言える）観光地交通論や観光需要分析手法論といった研

究主題も2010年以降の新しい研究主題である「観光まち
づくり」に並走していることにも留意すべきである． 
	
 上記の最近の観光研究の研究主題の整理は，著者らに

よる限られた分野の取組みに関してのものであるために，

これら観光研究テーマへのAMMAの適用性を評価する
には不十分であることは否定できない．そこで，以下で

は，最近の観光研究の動向を学会発表された研究論文の

レビューによって整理することで，より客観的な意味で

の観光研究の『今』を捉え，それらを踏まえたAMMA
の適用性の議論を展開していくことにする． 
 
	
 ここでは，最近の観光研究の論文レビューの対象とし

て，日本観光研究学会全国大会論文集(第23回〜第28回
の６カ年分4)〜9))に掲載された約600編の論文の中から100
編を取上げている．これらのセレクションについては，

AMMAとの関連性を意識して，「観光地交通論（需要
分析・観光統計解析手法を含む）」，「観光地づくり」，

「観光まちづくり」，「国際観光」等の研究分野を中心

に取上げるとともに，研究主題の継続性等も踏まえて行

った．この結果を本論文の最後に表−１として示してい

る．また，この集計結果を表−２に示す． 

 

本来は，土木計画学分野の研究発表会講演集・論文集等

も取上げるべきであろうが，守備範囲の広さの違いと言

うべきか，『観光のまなざし』(The Tourists Gaze by J. 
Urry(1987)10)にあるように、観光研究におけるさまざまな

切り口(facets)を眺めていくために，あえて除いて考えて
みた．（とは言え，このレビューについては，さらに広

範に行う必要があるため，講演時には追加していきたい） 
	
 また，表−１および表−２に示した結果より，観光研究

の『今』は，以下のように捉えることができる． 
①	
 最近の動向としては、９つの分野のうちでは「観

光まちづくり」に関する研究が２割強を占め、次

いで「観光統計データ解析」が続く．ただし，

「その他」を除く他の７つの分野についても１割

前後となっていて，分野の拡散傾向は維持されて

いる． 
②	
 今回の論文レビューでは，AMMAとの関連から各
研究論文における「対象エリア」の空間スケール

に着目してみたが，「観光地づくり」と「観光ま

ちづくり」の両者とも，いわゆる単一の『観光地』

レベルを取上げているケースが大半を占めており，

観光圏整備や地域連携といった複数の観光地を含

む空間スケールのケースへの取組みが少ない．

（しかし，西井・近藤・大矢(2010)11）での長浜（琵

琶湖・近江路）観光圏整備においてAMMAに基づ
く計画課題抽出の適用を行っている） 

③	
 研究分野の中で「観光地づくり」(No.2)〜「観光マ
ネジメント」(No.5)までに分類された研究論文は，
「観光まちづくり」(No.3)を中心として，研究内容
についてのジャンル重複性は高いと言える． 

 
	
 なお，個別論文に関する詳細なレビューについては，

AMMAの適用性の評価にかかわる諸課題の整理ができ
た段階で，改めて報告する機会を持ちたいと考えている． 
 
 
3.	
 観光まちづくりへのAMMAの適用性 
 
	
 (1)	
 AMMAの着眼点	
 

	
 AMMAの基本的な構成要素は，『観光』(Tourism)，
『地域』(Area)，『マーケティング』(Marketing)，そして
『（地域）経営』(Management)の４つであり，それらが
相互に密接に関連していることが特徴である．また，観

光と地域を概念的に切り離した分析フレームを仮定して

いるところは，従来の「観光地づくり」における『観光

地＝地域』という図式と異なる着眼点といえる． 
	
 図−２は，AMMAのイメージ図であり，これら４つの
構成要素あるいは要素間における主な研究テーマである． 
	
 「エリア」(Area)については、AMMAでは観光活動の
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場としての『観光地』／『観光圏』あるいは都市観光に

おける『都市』など，さまざまな捉え方が可能である．

例えば，国際観光においては，『国（日本、韓国、中国

あるいは地域（東南アジア））レベルの捉え方ができる．

従って，これまでの空間スケールの違いに着目した（観

光地交通を中心とした）計画課題・調査分析評価手法の

類型化の考え方、そして観光圏域形成の諸議論を踏襲す

る．このことは，観光まちづくりにおける「エリアマネ

ジメント」との関連することであるが，従来から提案し

ているように５つの空間スケールのレベルで分類した考

え方で対象エリアを捉えている．すなわち，表−３に示

すレベルIV（観光地）が基準となり，地域連携等のエリ
アのマネジメント（あるいは，広域周遊圏形成といった

観光マーケティングにおける連携も含めて）の課題が想

定される場合には、レベルIII（観光圏）に拡張される． 

 

 

 
(2)	
 観光まちづくりにおけるエリア・マネジメント 
	
 最近の観光・交通研究は「観光地づくり」から「観

光まちづくり」への主題の変遷が特徴的といえる．これ

は観光地あるいはその背後地域（都市）のもつ地域課題

がより深刻化し，ある意味で「観光地づくり」のための

従来型の計画手法・整備手法が限界に来ているとも考え

られる．これに関連して，西井・近藤・江守他(2012)12)

では，従来型の「観光地づくり」と「観光まちづくり」

との捉え方に関する論点提起を行っている．すなわち、

ここで論点として指摘したい点は２点あり，１つ目は従

来型の「観光地づくり」をむしろ限定的に捉えるべきで

あり，「観光まちづくり」が「観光地づくり」の一部と

しての位置づけるという捉え方には異論がある。従来の

「観光地づくり」が観光産業事業者（旅行業を含め）に

とっての観光地開発・産業振興のためだけになっている

との指摘（事例）があるからである。２つ目は，『観光

地におけるまちづくり』という「観光まちづくり」は，

結局のところ既存観光地の再生の政策手段として『まち

づくり』（官民一体やまちぐるみの取組み）を援用する

計画手法とも受取れる危険性をもつことである．	
 

	
 したがって，「まちづくり」の捉え方としては，かつ

ての『観光事業者による観光振興＝まちづくり』という

短絡的な図式は誤りであること，さらには，「まちづく

り」を「観光」のための『使い勝手の良い』手段として

位置づけないことに留意すべきである．さらに，「まち

づくり」のテーマのもつ多面性・総合性を改めて再認識

することにより，それぞれの取組みやアプローチの全体

の中での役割と位置づけを前提とした議論を行うべきで，

その意味で，「観光まちづくり」における「まちづくり」

の部分を，「観光」に関与する課題・政策（メニュ

ー）・主体・客体（対象）・政策手段を特定化すること

で，曖昧さを払拭しておくことが求められる。	
 

	
 AMMA では，観光客・観光事業者は直接的な観光サー

ビスの需要者・供給者としての主要なプレヤーであるが，

地域住民あるいは行政等の公的部門の関係者も観光まち

づくりにおいては正規プレヤーとしての役割を担うと同

時に，観光地としてのまちへのアイデンティティ（愛着

と誇り）醸成と持続的な内発的発展を享受する立場にあ

ると考えている。また，対象エリアにおける観光関連サ

ービス・財の提供側の着地型観光マーケティング（観光

客のニーズ・ウォンツの把握とそれに見合う旅行商品開

発と販促・プロモーション・ブランディングといった戦

略展開）とともに、それらの観光客のエリア観光周遊行

動に及ぼす影響調査分析を通じた，より長期的なエリア

マネジメント手法（PDCA サイクルに代表されるような

手法）との２本柱をバランスよく駆動させる制度的手法

により体系づけられていることが要件となっている。	
 

 
 
４.	
 AMMAの適用を前提に取組むべき課題 
 
本論文では，最近の観光研究の動向をレビューする中

で，「観光まちづくり」というキーワードに着目し，著

者が提案するAMMAの適用性について論究してきた．
AMMAは，図−２に示したように，４つのキーワーズ：
「観光」「地域」「マーケティング」そして「マネジメ

ント」を想定し，その要素間の関係を踏まえて，
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AMMAの適用によりアウトカムされる計画目標・成果
を６つに整理している．表—４は，これら６つの計画目

標・成果と４つの基本要素との関連を示す． 
 

表−４	
 AMMAにおける計画目標・成果	
 

 
	
 さらに，AMMAは，これまでの計画課題対応型アプ
ローチを前提としたテーマ設定から，上記のように，革

新的で包括的な研究テーマへの適用性が可能な方法論と

して期待されている．そのために，AMMAにとっての
喫緊の課題は，AMMAの関連研究分野の広がりとその
重層性を確認することであり，とくに，基盤領域の学問

領域に関しては，経済学や経営学のみならず、広く社会

科学の諸分野（心理学，社会学，文化人類学など）を援

用することにより，『観光学』への理解を深める必要が

ある．そして，振り返って，観光研究のダイナミクスに

立ち返り，より実践的なトライアルを通じたAMMAの

洗練化への取組みを同時並行的に行う必要があろう． 
 
 
参考文献	
 

1) 西井和夫，近藤勝直(2008)：都市観光マーケティングの課題と展
望，第23回日本観光研究学会研究発表論文集． 

2) 西井和夫(2009)：圏域設定のあり方，土木計画学シンポジウム
『魅力ある持続的観光地形成に向けて』資料集． 

3) 西井和夫(2013)：都市観光における資源と周遊行動の時空間スケ
ールに着目したマーケティング戦略手法，H22-24年度基盤 C研
究成果報告書（研究代表者：西井和夫）. 

4) 第23回日本観光研究学会研究発表論文集，2008. 
5) 第24回日本観光研究学会研究発表論文集，2009. 
6) 第25回日本観光研究学会研究発表論文集，2010. 
7) 第26回日本観光研究学会研究発表論文集，2011. 
8) 第27回日本観光研究学会研究発表論文集，2012. 
9) 第28回日本観光研究学会研究発表論文集，2013. 
10) Urry , J. : THE TOURISTS GAZE, 1987. 
11) 西井和夫，近藤勝直，大矢正樹(2011):	
 小規模な都市と観光地に

おける魅力的な圏域形成のための基本的課題, 第26回日本観光研
究学会研究発表論文集. 

12) 西井	
 和夫,	
 近藤	
 勝直,	
 江守	
 昌弘,	
 横山	
 憲(2012): 観光まちづく
りの長期的戦略課題:	
 伊勢式年遷宮交通マネジメントを事例とし

て,	
 第2 7回日本観光研究学会研究発表論文集.	
 
 

(2014. 8. 1 受付) 

 
 

BASIC ISSUES ON AREA MARKETING AND MANAGEMENT APPROACH IN 
TOURISM DESTINATION 

 
Kazuo NISHII 

 
 
 

 
 



 

 5 

 
  

ÝĈx [� ŤŬŔ ÝĈüǁħ@üǂ èí)ĳ fěƓƹƐ

ŗŕŕŝ ŗŘ Ŗ ĳÌƿ<jőŗŕŕŝŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ H&ƿHW�ćÝÖĴ)¦

ŗŕŕŞ ŗř Ŗ <jőŗŕŕŞŒ č#�S ǀ č#�S��ƅĻŽƎƱƺƢƿƓǀƜƒƾƦƛƲƶƻǀƛƷƾ

ŗŕŕŞ ŗř Ŗ ŊTőŗŕŕŞŒ č#ć0)¦ƿđ� �ıX8 Ģ¬č#�Đ£ďüƆ+Øć0ƃ�Đđ�

ŗŕŕŞ ŗř Ŗ �ŊőŗŕŕŞŒ č#ć0)¦ƿđ� clhäİt ƺǀƸƺƿƜƒƾƦƹƭƑƙǀƛƷƾǁ�č,�ǂƃč#ĝÇ��

ŗŕŖŕ ŗŚ Ŗ <jőŗŕŖŕŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ğOl č#ƝưƣƦēåƿďE�AƫƠǀƾƆõĎ)¦

ŗŕŖŕ ŗŚ Ŗ �Ŋƿŋ�ƿăLőŗŕŖŕŒ č#õĎƥǀƠ)¦ hñ8Ïo �îĺƯƹƞƳǁ�ĺLÔ[ǂƏØųſč#`ć0Ð�)¦

ŗŕŖŕ ŗŚ Ŗ H§őŗŕŖŕŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ?ĳl č#àßƃŻƂƆYĂ?ĳlƆč#`Æġ{Ƶƥƺ

ŗŕŖŖ ŗś Ŗ �Ćƿ<jőŗŕŖŖŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ƐƜƐ HW�ćüƆÐ�)¦ŭLPťŠ)u)¦

ŗŕŖŖ ŗś Ŗ 8Ùƿ<jőŗŕŖŖŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ ƚǀƬƝDĞđ�i{»őŨšŧūŦŪşŢŒƅƋƎbº�ĐÆġ{đ�)¦

ŗŕŖŖ ŗś Ŗ ·;őŗŕŖŖŒ č#õĎƥǀƠ)¦ X) õĎƥǀƠ)¦ƅQƁŸč#`ĔĀIǁ�vƍǂƇƆĲ.ƵƥƺĬØ

ŗŕŖŖ ŗś Ŗ H§őŗŕŖŖŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ ÉKŇ`Ɔč#LƆÕUƿLPôÁƿ�´ƅfŽƎ�ę

ŗŕŖŖ ŗś Ŗ Òƿ<jőŗŕŖŖŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ¤�  ¤� XłÎ�ƅŵŹƎ�H�Ɔď��ćƅĻŽƎ�ęđ�)¦

ŗŕŖŗ ŗŜ Ŗ WlƿlÙőŗŕŖŗŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ č#LƅfŽƎŰČĤ�űđ�ƃ£ďôŌƃƆ)�)¦

ŗŕŖŗ ŗŜ Ŗ Òƿ<jőŗŕŖŗŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ ¤� XłÎ�ƅŵŹƎ�H�Ɔď��ć�ęđ�ƅĻŽƎƫƨƺ)¦

ŗŕŖŗ ŗŜ Ŗ �Ëƿ5�Ùƿ¼ůċőŗŕŖŗŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ �ćĿĒƅƉƎÚ�Ɖč#LƆŎ.ĊòƆ�(ƿ)ņ

ŗŕŖŘ ŗŝ Ŗ qƿ¥ ƿĳ³�őŗŕŖŘŒ č#õĎƥǀƠ)¦ Ńmt ŉıIK�üƆŃmč#ƅĻŽƎƟƘƴƾƤǀƛƷƾ)¦

ŗŕŖŘ ŗŝ Ŗ BµƿĶÙőŗŕŖŘŒ č#õĎƥǀƠ)¦ ǀ Â¹LƆïLƃľ`.ƅĻŽƎƩƭƵƥƺƅƋƎ)¦

ŗŕŕŝ ŗŘ ŗ XĚƿ�¡őŗŕŕŝŒ č#LƁŸƍ ĉĈoƿçNo č#ĹÝƃLP�´�ę

ŗŕŕŝ ŗŘ ŗ �ĳƿ�ÙőŗŕŕŝŒ č#LƁŸƍ 3Àī È¬üƆƓƾƫƽǀƴƾƦĪì

ŗŕŕŝ ŗŘ ŗ «ĲőŗŕŕŝŒ č#LƁŸƍ ǀ LP�gƆč#ƏĥżſLPƁŸƍ��Ɔ��

ŗŕŕŝ ŗŘ ŗ ĵ	ƿhļőŗŕŕŝŒ č#LƁŸƍ ]ltƿÙģt ãLMč#L�¬ƁŸƍƃLP'Ö

ŗŕŕŞ ŗř ŗ ¿ÙǁŗŕŕŞŒ č#LƁŸƍ l;ÅÙƿĄ č#LƆŎ.{Ɔ_Ĵ)¦

ŗŕŕŞ ŗř ŗ hļƿĵ	őŗŕŕŞŒ č#LƁŸƍ ml\ĳÃ ıtþÀîĺƏÖŶŻſãLMč#ƆŲƍŶſ

ŗŕŕŞ ŗř ŗ ĳðőŗŕŕŞŒ č#LƁŸƍ åy č#I� �¬ƅŵŹƎãLMč#Ĩk

ŗŕŕŞ ŗř ŗ ĵ	ƿX}�őŗŕŕŞŒ č#LƁŸƍ ĸ>Ã LPħ�ƅƋƎĸ>ÃƻƦƼL4Ɔ�ſƄkĹ

ŗŕŖŕ ŗŚ ŗ ðÙƿhķĚőŗŕŖŕŕ č#LƁŸƍ YĂâ ƚƝƤƑƧƮƺč#ǁǆǂƃč#ĊòĘƿƹǀơǀĘ

ŗŕŖŗ ŗŜ ŗ �¡ƿ5�Ùƿ¼ůċőŗŕŖŗŒ č#LƁŸƍ �Ê5�Út �lĺľąƅŵŹƎıtĢ¡
¾½0ƆÓÑƃĖŅ

ŗŕŖŘ ŗŝ ŗ sĆőŗŕŖŘŒ č#LƁŸƍ (Ł �CƆ²ĭaƃ(Łč#ǅZê�ĺ�ƆXÍƆĕƍöŷ

ŗŕŕŝ ŗŘ Ř cËƿXĉőŗŕŕŝŒ č#ƈƀƁŸƍ źųſƈt č#ƈƀƁŸƍ[úƆĩØƯƼƟƝ

ŗŕŕŝ ŗŘ Ř 	�ƿ^oőŗŕŕŝŒ č#ƈƀƁŸƍ rĠt Ú�Ɖč#L��ƅ�Ŵč#Ļħ�¬�X�ë

ŗŕŕŝ ŗŘ Ř �ĆƿªrőŗŕŕŝŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ L�ÿ¸�Ɔč#Ļħ¢�

ŗŕŕŞ ŗř Ř �ÙőŗŕŕŞŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ č#ƈƀƁŸƍƅŵŹƎńF+ƿF+½0ƆƖƪƧƾƝ

ŗŕŕŞ ŗř Ř �Ćƿ?mőŗŕŕŞŒ č#ƈƀƁŸƍ V� LP&WƆ9�AßƄ
¾ƅƋƎč#ƈƀƁŸƍ

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ĉ	ƿĤĆƿ�ů�őŗŕŖŕŒ şţţş %|�ŊLP č#.�®ƃŻƂƆč#LƐƗƟƛƬƹƤƑ

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ©ÙőŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ Ň`��-ĦMč#LǁƱǀƙƤƑƾƘŘŔŕƆ_øǂƇƆĨ2ƅAŹƂ

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ōÙƿ8ÙƿhļőŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ �1 č#ƈƀƁŸƍƆſƊƆƯƸƣƦƭƔǀƳ��

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ĳðőŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ ãLMč#LƆ��ƃč#ƈƀƁŸƍƯƸƣƦƭƔǀƳƃƆĻ�

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř l őŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ č#6�Ɔ°ýƆûe

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ĵ	ƿn�őŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ C±lÙģt LPĮ×Ə½ØŻſLPč#�āƇƆ:óƉ�~

ŗŕŖŕ ŗŚ Ř ùÙőŗŕŖŕŒ č#ƈƀƁŸƍ rp LPƅŵŹƎ�ŏč#ÝkƆĊGƃ�āƆĖŅ

ŗŕŖŖ ŗś Ř wËƿ5�Ù�őŗŕŖŖŒ č#ƈƀƁŸƍ ǀ č#ƈƀƁŸƍó÷Ɔé�ƨƣƦƽǀƗƆÐ�ė¨)¦

ŗŕŖŖ ŗś Ř hļƿĵ	őŗŕŖŖŒ č#ƈƀƁŸƍ %|�Â¹Ú �ÛƜƕƫǀƗƏ½ØŻſLP�āƆ
óƉƁŸƍƃ�Ĩ

ŗŕŖŖ ŗś Ř ��ƿªrőŗŕŖŖŒ č#ƈƀƁŸƍ ĽdÄÂ¹ č#�Ĩó÷ƆÝkĪìƃžƆĖŅ

ŗŕŖŗ ŗŜ Ř ĉ	ƿĤĆƿ¶]�őŗŕŕŝŒ č#ƈƀƁŸƍ �1t æ�ßũŠţŶƌč#ƈƀƁŸƍƆķ�ß�ÜƇƆkĹƅAŹſĖŅ�Ô

ŗŕŖŗ ŗŜ Ř «ĲőŗŕŖŗŒ č#ƈƀƁŸƍ Þ*t LPWƃƆ
¾ƅƋƎƈƀƁŸƍƅfŽƎt´�ę

ŗŕŖŗ ŗŜ Ř ¥ÙőŗŕŖŗŒ č#ƈƀƁŸƍ /ĜÂ¹7 Â¹č#'ÖƆſƊƆƈƀƁŸƍƃ�ňôFƆ�ŻųŲƍ�

ŗŕŖŗ ŗŜ Ř hļƿĵ	őŗŕŖŗŒ č#ƈƀƁŸƍ %|�Â¹Ú �ÛƜƕƫǀƗƏ½ØŻſLP�āƆ
óƉƁŸƍƃ�ĨǁžƆǄǂ

ŗŕŖŘ ŗŝ Ř ĉ	ƿ¶]ƿ¯lőŗŕŖŘŒ č#ƈƀƁŸƍ �1t �1~xĭaf�ũŠţŶƌč#ƈƀƁŸƍƇƆkĹƅAŹſEŅƆ­Ħ2

ŗŕŖŘ ŗŝ Ř RőŗŕŖŘŒ č#ƈƀƁŸƍ *z *zč#ƈƀƁŸƍƅŵŹƎ6!Ɔ
óƉƃĖŅ

ŗŕŖŘ ŗŝ Ř «Ĳƿ�ÙƿÀ¼�őŗŕŖŘŒ č#ƈƀƁŸƍ Őùƿ��� �ĺƛƝƤƳƆħ�ƅƋƎ JƃŀoƆč#Ɔá�Ýk

ŗŕŖŘ ŗŝ Ř ĉ¡ƿ�ÙőŗŕŖŘŒ č#ƈƀƁŸƍ ��� LPį"Ə-(ŽƎãLMč#Ɔ=ý�

ĈŮǀŮǃŮ�ĤƆč#èíƆ)ĳ*0AǁŗŕŕŝxœŗŕŖŘxƆ� č#èí[�$HX�ÝĈĘ�Ƌƍ�(ǂ

èí�Ņ
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ŏōōŕ ŏŐ ő BÙŉŏōōŕŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ Ĉ�IǉUbÃǊ Æ·Z¸�čƈŁWǄƕƽǁƨƔ"�

ŏōōŕ ŏŐ ő c�ǇgŉŏōōŕŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ IKƲǀǆƫƈēâªĨ

ŏōōŕ ŏŐ ő Ą
ǇĤĀŉŏōōŕŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ ıkĈ�ƷǈƜƨƔǆƛƈĔĿƅa�

ŏōōŕ ŏŐ ő Ą�ŉŏōōŕŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ �āøƈğĜ{y²UƇŸżƐŴÀĝøĹ�ŵ©x

ŏōōŖ ŏő ő ^�ŉŏōōŖŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ �ā¨ƇŸżƐƕƮƴǈƠƿǆƅƀƈVÔƈƁƋƈƯǁƾǈƥƗǈǆ

ŏōŎō ŏŒ ő Ą�Ǉń
Ǉ��ŉŏōŎōŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ þøƈ¿P�āĺXąEƈÀĝøā-"�

ŏōŎō ŏŒ ő )Ǉ:`ŉŏōŎōŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ 0� śŞŚŜŗşƇƍƐ0�Ĉ�ƢƶƦƪƈŅ*p�U

ŏōŎŎ ŏœ ő Q
ŉŏōŎŎŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ��jI1 ńħ�Ħó��Ƈ�ŶIK»z/ƅĈ��ĦƇĹſƐšţŞŢ"�

ŏōŎŎ ŏœ ő bÙǇPbŉŏōŎŎŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ Ĉ�IƇŸżƐŁWƈǄƕƽǂƨƔ{Ęr}ƈ�"�ªĨ"�

ŏōŎŎ ŏœ ő ĤĀǉ�mǊŉŏōŎŎŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ İ�.¾ 4î.¾Æ·ǇÚ5ć�ƈIKƲǀǆƫƇ�Ɓſt'

ŏōŎŏ ŏŔ ő Ą�Ǉń
Ǉ��ŉŏōŎŏŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ þøƈ¿P�āĺXąEƈÀĝøā-"�ǉE�ƻƩǂƈ§ďǊ

ŏōŎŏ ŏŔ ő à
Ǉ�ÙǇ�Ń�ŉŏōŎŏŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ �eǇq£e �eĈ�øƈ Čā-ƅe�ğĜÉġpĐ�ƅƈĹĩz"�

ŏōŎŏ ŏŔ ő QÎǇ ÙǇd�ŉŏōŎŏŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ Ĉ�IKƲǀǆƫƈƢƱǂƙǈƯǈ,�ǉƲǀǆƫ���UƻƩǂǊ

ŏōŎŐ ŏŕ ő ń¬ŉŏōŎŐŊ Ĉ�ƷǈƜƨƔǆƛ ǈ ƩƢƨƔƭǈƠƿǆǇƷǈƜƨƔǆƛƈÒzƅĔĿ

ŏōōŕ ŏŐ Œ �ÙǇ¦ĴŉŏōōŕŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ Ĉ�Iŉ½�ÚǊ �ò;úƆûußĈ�ƈƁƋƈƷƭơƺǆƪ

ŏōōŖ ŏő Œ &6ǉ­ǊŉŏōōŖŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ Ĉ�ƷƭơƺǆƪƅIKðÂǉQ´ƫǀƷǉƺƩƔƓ×¨ǊƅĈ�×¨Ǌ

ŏōōŖ ŏő Œ &6ǉàǊŉŏōōŖŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ nKĈ�ǂǈƪr}ƅĈ�Ʒƭơƺǆƪ

ŏōŎŎ ŏœ Œ ¦ĴŉŏōŎŎŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ Ĉ�ĞÊ/ƳǄƤƢƈƷƭơƺǆƪƈĴąz

ŏōŎŏ ŏŔ Œ Ù�ŉŏōŎŏŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ Ĉ�ƩƢƨƔƭǈƠƿǆƈ}êĪçŹƎĈ�Ĺĩ�čƈ"ŀƈ÷ŷ��¤

ŏōŎŐ ŏŕ Œ 
�ǇTeŉŏōŎŐŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ġ+ǉĚÙkǊ kÚ�>�źƌƁƎſĈ�IðDƈĔĿ

ŏōŎŐ ŏŕ Œ ń¬Ǉ2�ÙǇºűĆŉŏōŎŐŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ IKĶī¶ôƇŸżƐnKĈ�ƈ8ïƊǉ3ę�ƅĈ�ïõƅƈĹ�Ǌ

ŏōŎŐ ŏŕ Œ ��ŉŏōŎŐŊ Ĉ�Ʒƭơƺǆƪ ǈ Ĉ�IƈǃơǁƘǆƠǈŉŠŧŮŨũŨŧŪťŰŊA�ƇAżƁ	¨ñòĊÛŉŘřşŊ

ŏōōŕ ŏŐ œ �³ŉŏōōŕŊ ƕǆƯƖǆƫ ĹĄ ĹĄ�Čƈ�F
ƈĈ�ā-ĕ¡

ŏōōŕ ŏŐ œ ¢6Ǉc�ŉŏōōŕŊ FĻĈ��ë ƓơƓėF ƓơƓėFƈƕǆƯƖǆƫ�ëƈOĭǇ-A

ŏōŎō ŏŒ œ ãŇŉŏōŎōŊ FĻĈ��ë ƺƚƠƝ ƕǆƯƖǆƫkMƅŽƃƈƺƚƠƝƈÍHß;úz

ŏōŎō ŏŒ œ ^fǇöÖŉŏōŎōŊ FĻĈ��ë ń_b ń_bIKƇŸżƐPF
Ĉ�W9ż�Ƒ�%ƈÔÓƅĐ�

ŏōŎō ŏŒ œ ĬĀǇQĥŉŏōŎōŊ FĻĈ��ë ƬƤƝ ƬƤƝIKƇŸżƐĈ�ƅĈ�WƈFĻ/

ŏōŎŏ ŏŔ œ ĵÏŉŏōŎŏŊ FĻĈ��ë í£ PF
�āøƈí£Ĉ��āƇŸżƐƯǁƓƅÉġpĐ�ƈ"�

ŏōŎŐ ŏŕ œ �
ŉŏōŎŐŊ FĻĈ��ë ļF �ļƈFĻĈ��ëƈ¯Ģ÷[

ŏōōŕ ŏŐ Ŕ �ĀǇc�ŉŏōōŕŊ Ĉ�ĞÊĖ Ĉ�Iǉ�ÅǊ ��ł�ĂīƈĈ�ƢƶƦƪ(!

ŏōōŕ ŏŐ Ŕ ?cŉŏōōŕŊ Ĉ�ĞÊĖ Ĉ�IǉéâǊ ÐJĮ×ƒ~źŹƏƅŽƁIK Ö

ŏōōŕ ŏŐ Ŕ �¾ŉŏōōŕŊ Ĉ�	¨Ė ��ı ık�°ƈŲģųƇƍƐ�¼

ŏōōŕ ŏŐ Ŕ ĲŉŏōōŕŊ Ĉ�	¨Ė ļFģË� ģņ�°Z	¨%p

ŏōōŖ ŏő Ŕ ÑbŉŏōōŖŊ Ĉ�ĞÊĖ RýÚ RýÚƇŸżƐŲÖ»Ĉ�ųƈr}

ŏōōŖ ŏő Ŕ ĤĀǉ�mǊŉŏōōŖŊ IK�ü �ÙìeËÇ ËÇƧǈǁƣƹ»ØƇƍƐIK�ü

ŏōōŖ ŏő Ŕ 
�ǇTeŉŏōōŖŊ Ĉ�ĞÊĖ ġ+ǉĚÙkǊ ġ+ƇƊƐĈ���ƈ�òß(!ǉĈ�Ir}ĪçǊ

ŏōŎŎ ŏœ Ŕ �
ŉŏōŎŎŊ Ĉ�	¨Ė �ık±_I1 �bĸIKƈĈ�	¨ƈñò�¹

ŏōŎŎ ŏœ Ŕ �7ÙǇ�ÙǇ�ĵŉŏōŎŎŊ Ĉ�ĞÊĖ ǈ ǅƕǆƅÁĳƈÒz¯ĢƇƍƐIKĞÊƒ»ŹŽƁƧǈǁƣƹIK�ü

ŏōōŕ ŏŐ ŕ ieŉŏōōŕŊ Ĉ�®<Ė �čǉƵƨǂǊ �µ�RýƵƨǂƈ}êƅFĻĈ�r}

ŏōōŕ ŏŐ ŕ ÌǇTeŉŏōōŕŊ Ĉ�®<Ė �Fį�I �Fį�IƈÿFǃơƼǈƈsĽ

ŏōōŕ ŏŐ ŕ ?ÙŉŏōōŕŊ Ĉ��/Ė ǈ Ĉ�(ĨƇŸżƐŲå�ųƅŲ�/ƩƟƕǆų

ŏōōŕ ŏŐ ŕ :`ǇňĀŉŏōōŕŊ Ĉ�6Ė ǈ G×ĒƈªĨ"�

ŏōŎŎ ŏœ ŕ TeŉŏōŎŎŊ Ĉ�6Ė ǈ Ĉ�IǉƘǁƓǊƈ��ƈNÄąEƉƈđĖǉĈ�Iƈ}ķƻƩǂ�¤Ǌ

ŏōŎŏ ŏŔ ŕ 
�ǇTeŉŏōŎŏŊ Ĉ�6Ė ǈ Ĉ�ƇŸżƐ�ÞßÞaƈ*ƅĈ�ß��ƈ�ò

ŏōŎŐ ŏŕ ŕ ĎǇĵÏŉŏōŎŐŊ Ĉ��/Ė ǈ Ý�/�ĉǇÝ�/9Y|pŹƎƊƁČ��ù�ā�üƈ;úz§ċ

ŏōŎŐ ŏŕ ŕ ĵÏǇ~hǇ^e�ŉŏōŎŐŊ Ĉ�®<Ė �æ\ÈÜ �B#�ƈ�æ\ÈÜƇŸżƐPF
į�øƈÀĝā-ƈV|"�

ŏōŎŐ ŏŕ ŕ �eŉŏōŎŐŊ Ĉ�6Ė ǈ Ĉ�CSĖƇLƂŻĠSßäèľKƄƈůŭŤŪŮŋŦŨŮťŨŬũŨŪŧƈwązƒĖžƐ

ŏōōŕ ŏŐ Ŗ «�Ǉ:`ŉŏōōŕŊ Ĉ�ƞǈưƢ ǈ řŗƅ�WƅƈƝƸƾƬƜǈƠƿǆ"�

ŏōŎŏ ŏŔ Ŗ vĀǇ¥iŉŏōŎŏŊ Ĉ�ĊÛ ǈ =ıīoá$ƇĈ�ĊÛƈOĭŉŎŖŒōŋŎŖŖŖŊƒ�Õǉ�ćǊ

äè�Ŀ


